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附属小学校における道徳授業に関する事例研究
一道徳教育への 「参与観察」の見地から一

蓮 尾 直 美

A Case‐ Study on a Moral Education Class in the Belonging Elementary School

;A View Point,f“ Participant Observation"on MOral Education

Naorni Hasuo

1。 問題の設定

本稿では、附属小学校で自ら取り組んだ道徳授業までの経過を 「参与観察」の過程とみなして、社会

学の立場から事例的に考察を加える。これによって、教員養成を担う学部の教員である筆者による附属

学校での授業が、自らの学部教育の基礎をなす研究の展開にとって、きわめて貴重な意味を有するもの

になると考えられる。

そこで、附属学校との協働プロジェクト
① 「教育実習指導のあり方」研究の

一環として学部教員の試

みる授業実施企画を契機に、筆者は道徳教育に関する社会学の理論構成をめざすことにした。このこと

は、また、教育実習場面のみならず教育現場におけるカリキュラム開発への基盤を提供しうるものと期

待できる。というのも、現行の教育実習指導において、実習生の多数は道徳授業を実習科目として選択

してはいない背景がある
の
。この点は、全国的にみても同様に、どちらかといえば

“
敬遠
"さ
れてきた

傾向のある、授業科目といえるかもしれない。ちなみに、学部学生たちの小 ・中学校時代の、ある道徳

授業での担任教師たちは、生徒たちにVTRを 見せて授業をやり過ごしていたこと、道徳の授業にもか

かわらず実際はレクリェーションの時間だったという。

ところで、わが国の道徳教育は、戦後から今日に至るまで教育現場では必ずしも正当に位置づけられ

てこなかった。このため、その矛盾が、昨今の子供や若者たちの姿ないし言動に映し出されているもの

といわねばならない。

このような状況下にある教育現場の背景には、わが国の戦後教育施策をはじめ 60有余年を経て醸成

された 「道徳教育」にまつわる固有のイメージが、われわれ国民をはじめ学校教育を覆い尽くしてきた

消極的側面は否定できない。周知のとおり、わが国における子供たちや若者の現状をみるとき、学校教

育の無力さを痛感せざるをえない。昨今多発する
③
、いじめに端を発する子供の自殺問題など深刻な事

件は、この問題は、ひとり若者や子供の問題であるのみならず、モラル崩壊の進む大人集団や社会のあ

り方こそが問われている課題といえる。すなわち、戦後 60年余をかけて形づくられてきた、大人つま

り多 くの保護者をはじめ教師たちにとっての 「道徳」イメ
ージは、「道徳」が実生活に結び着かない実

現可能性の薄い理想を子供に
一方的に教え込む、「徳目」主義ないし教条主義であり、この固定的イメ

ー

ジが各自の内面に深く浸透し受け止められてきたと考えられる。

このために、多くの大人は 「道徳」を自ら教えることに躊躇 し、わが子のしつけや 「道徳教育」に消

極的ないし否定的な反応を示した。また、ある大人は、自らの実際の言動や姿に気づかないまま、こと

ば次元での 「理想」によって子供からの反発を受けるものもみられる。また、理想と現実を意識無意識
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実際、この観点からすれば、児童を道徳的に形成する方法は、あらゆる時代とあらゆる国について妥

当する、きわめて一般的な道徳的格言の数々を児童に向かって繰り返すことでは決してない。子供たち

に自分の国と自分の時代を理解させ、自分の国や時代が要求するものを感じ取らせ、人生の生き方を教

え、やがて彼を待ち受けているはずの集合的作業に備えて、これに立派に仲間入りできるよう怠りなく

準備してやることこそ、両親や学校の教師が児童にたいして為すべき道徳教育の方法といえる。すなわ

ち、教育の内容や方法には、心理学次元では必ずしも解明できない、社会的 ・公共的性質がすでに内包

されているからである。

このように具体的に存在する道徳をありのままの姿で観察する社会学の接近手法は、これまで道徳的

実在を先験的に決定するのではなく既成事実の尊重に偏し、実践の面で無力、かつ理想に対するいかな

る視野も開かせないとする非難をしばしば受けてきた。否むしろ、われわれの居住する社会的世界が、

実際に存在し共有する価値や規範をして 「世俗的道徳」の根拠とみなしうる基盤を提供することができ

るだろう。

今日、教育基本法の改正によって
③
、あらためて地域社会や家族の紐帯、ひいては 「国を愛する心」

の醸成をめざして、道徳教育の重要性に力点を移してきたように見える。ところが、実際の教育現場で

は、既述のように教師の多くは、道徳教育に懐疑的な受け止め方をしているといわねばならない。

このため、教育現場として限定的ではあるが、可能な限り参与し児童や生徒に直接に関わって授業を

試みる 「参与観察」の手順を踏むことがきわめて有効であると考えられる。

3.研 究の方法

本研究では、附属小学校での道徳授業実施までの経過を含む全過程を 「参与観察」の場面とみなした。

この手法において、参与観察者は単なる外部者ではなく、あくまでも内部者としての見地から研究対象

に接近して内在的 ・解釈的な把握に努める方法的手順を採ることが求められる。すなわち、観察対象と

しての学級社会に一定期間断続的ではあれ参与して、学級社会を相互行為の次元で全体として理解する

必要がある。その際に、内部者としての担任教師の保持する学級経営方針
0を 理解 しつつ、観察者に

よる授業は、あくまでも当該学級の経営に即して児童に資する仕方で試みられることが、「参与観察」

上必須不可欠の要件ということができる。

(1)参 与観察の対象と手順

本学部附属小学校第六学年学級での道徳授業を試みるに際し、この授業実施の日時と教材内容の決定

にあたり、既述の通り担任教師
③の意向を勘案して組み立てた。その際、参与観察者は、授業実施に向

け、担任教師による算数、理科の授業をはじめ学級児童の学習活動を見学した。この他に、平成 17年

H月 に開催される予定の附属中学校主催の文化祭に出演する児童たちの合唱練習にも見学参加した。

さらに、同月 28日 に試みられた本学部教員の新田氏
③による授業見学の機会にも恵まれた。これら参

与観察に関わる一連の営為は、当該学級授業への参与者にとって学級社会内の児童理解のために何より

も肝要なことだったからである。

(2)参 与観察としての授業実施とこれにいたるまでの学級理解

第六学年 ・学級での道徳授業は、当初平成 17年 H月 末から12月初旬に設定 していた。ところが、

参与観察者は、H月 19日に実施された本学部推薦入試の終了後の夕刻、学部構内で不覚にも負傷した。

このために、予定の授業実施期日は、延期されて翌平成 18年 2月 9日 及び 2月 23日 の 2回 にわたり設
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